


要約: 1995 年に出生した日本人の在胎別出生時体基準値(子宮内胎児発育曲線)の作成に

際し、対象の情報として喫煙の有無を調査項目に織り込み、喫煙の胎児発育に及ぼす影響

について検討した。喫煙に関する情報が得られた 921 例中 117 例(12.7%)が喫煙妊婦、残

りの 804 例(87.3%)が非喫煙妊婦であった。これら喫煙群と非喫煙群について、出生時の

在胎、体重、身長、頭囲、胸囲を比較したところ、在胎週数は有意に短く(p=0.0150)、体

重(P=0.0029)や身長(P=0.0017)、頭囲(p=0.0449)、胸囲(p=0.0155)の身体発育値も有意に

低値を示した。喫煙が胎児発育に影響するのか、喫煙が早産を導くのか、更なる検討が要

求される。


